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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第38回

建
て
替
え
問
題
に
悩
む 

地
方
の
自
治
体
病
院

　

２
０
１
９
年
5
月
25
日
、
香
川
県
三
豊
市
の
市
立

永え
い
こ
う康

病
院
の
新
病
院
設
計
業
務
委
託
者
の
公
開
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
三

豊
市
立
永
康
病
院
（
１
９
９
床
）
は
、
１
９
４
９
年

に
、
旧
詫
間
町
が
町
立
病
院
と
し
て
設
置
し
、

２
０
０
６
年
に
７
町
合
併
に
よ
る
三
豊
市
の
誕
生

で
、
三
豊
市
立
の
病
院
と
な
っ
た
。
北
三
豊
地
区
の

自
治
体
病
院
と
し
て
地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
き
た

が
、
１
９
８
１
年
に
建
築
さ
れ
た
本
館
の
老
朽
化
が

激
し
く
、
耐
震
性
に
問
題
を
生
じ
て
い
た
。
最
近
で

は
医
師
の
退
職
が
相
次
ぎ
、
入
院
・
外
来
患
者
は
流

出
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
看
護
師
も
高
齢
化
し
て
お

り
、
現
在
の
職
員
が
定
年
退
職
す
る
と
病
棟
を
維
持

で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
病
院
の
存
続

の
た
め
に
も
病
院
の
建
て
替
え
が
必
要
な
状
況
に

あ
っ
た
。
三
豊
市
も「
永
康
病
院
建
物
更
新
計
画
」を

作
成
し
、
建
物
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
た
が
、

病
院
の
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
っ
た
。

三
豊
市
議
会
調
査
特
別
委
員
会
の
活
動

　

筆
者
と
三
豊
市
立
永
康
病
院
の
関
わ
り
は
、
三
豊

市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
の
ご
縁
が
始
ま
り
で
あ
っ

た
。
２
０
１
６
年
12
月
、
三
豊
市
議
会
は
混
迷
す
る

永
康
病
院
の
建
て
替
え
に
対
し
て
議
会
と
し
て
の
見

解
を
示
す
た
め
に「
永
康
病
院
調
査
特
別
委
員
会
」を

設
置
し
た
。
勉
強
の
た
め
、
多
数
の
市
議
会
議
員
が

筆
者
の
地
方
議
員
向
け
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
２
０
１
７
年
８
月
に

は
三
豊
市
議
会
に
呼
ば
れ
講
演
を
行
っ
た
。
前
日
に

三
豊
市
に
入
り
、
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

と
市
内
の
病
院
全
て
を
回
っ
た
。
事
前
の
デ
ー
タ
分

析
と
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
講
演
会
で
は
こ
れ
か
ら

の
市
立
永
康
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
２
０
１
７
年
12
月
に
は
「
永
康
病

院
調
査
特
別
委
員
会
」
が
調
査
・
研
究
報
告
を
行
っ

た
が
、
筆
者
の
提
言
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

12
月
24
日
、
前
市
長
の
逝
去
に
よ
る
市
長
選
挙
で

山
下
昭
史
氏
が
初
当
選
す
る
。
山
下
新
市
長
の
依
頼

で
、
筆
者
は
市
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
永

康
病
院
の
建
て
替
え
と
経
営
再
建
に
協
力
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ロ
ー
コ
ス
ト
に
よ
る
全
室
個
室
の
新
病
院

　

病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
８

月
の
提
言
を
踏
ま
え
、
現
地
建
て
替
え
は
敷
地
が
狭

い
た
め
、
機
能
が
低
く
コ
ス
ト
高
の
病
院
と
な
る
こ

と
が
確
実
な
の
で
、
市
有
地
な
ど
で
適
当
な
土
地
に

移
転
新
築
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
ロ
ー
コ
ス
ト
で

の
病
院
建
築
を
行
う
た
め
、
建
築
発
注
に
関
し
て
支

援
を
す
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

置
く
こ
と
。
基
本
設
計
後
に
建
設
会
社
を
決
定
し
、

建
設
会
社
の
コ
ス
ト
縮
減
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
Ｅ

Ｃ
Ｉ
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
。
設
計
会
社
と
建
設
会

社
に
つ
い
て
は
公
開
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
行
う
こ
と

を
提
案
し
た
。
病
床
数
は
１
９
９
床
か
ら
１
２
２
床

に
縮
小
す
る
も
の
の
、
職
員
を
増
員
し
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
を
導
入
す
る
こ
と
（
提
供
す
る
医
療
の
向
上

と
入
院
単
価
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
）、
さ
ら
に
今

回
の
目
玉
と
し
て
病
室
は
全
室
個
室
で
差
額
ベ
ッ
ド

代
を
取
ら
な
い
こ
と
を
提
案
し
た
。
入
院
環
境
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
図
る
こ
と
、
男
女
を
考
え

三
豊
市
立
永
康
病
院
の
病
院
再
生

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
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ず
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
病
床
を
埋

め
や
す
い
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
古
く
て

汚
く
、
入
院
し
た
く
な
い
病
院
か
ら
、
入
院
し
て
療

養
し
た
い
病
院
に
変
わ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
全
室

個
室
に
す
る
と
床
面
積
が
増
加
し
、
コ
ス
ト
増
に
な

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ロ
ー
コ
ス
ト
建
築
の
方
法
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
。

１
２
２
床
で
総
事
業
費
40
億
円
を 

目
指
す

　

三
豊
市
は
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
支
援
を
受
け
て
、「（
仮
称
）
三
豊
市
立
新
病
院
建

設
事
業
基
本
計
画
書
」
を
作
成
す
る
。
計
画
書
を
踏

ま
え
、
２
０
１
９
年
４
月
８
日
に
設
計
業
務
委
託
者

の
公
開
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
公
告
を
行
っ
た
。
新
病
院

は
地
上
５
階
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
免
震
構
造
、

延
べ
床
面
積
９
２
９
５
㎡
。
病
床
数
は
１
２
２
床
で

一
般
46
床
、
療
養
型
46
床
、
精
神
科
30
床
か
ら
な
る
。

総
事
業
費
は
40
億
円
以
内
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
別
途
）
と
し
た
。
全
室
個
室
で
は
か
な
り
抑
え

た
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
計
会
社
４
社
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
５
月
25
日

に
公
開
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ
た
。
審
査
員
は
三

豊
市
副
市
長
の
ほ
か
は
全
て
病
院
職
員
で
、
病
院
建

築
を
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ぶ
と
い
う
視
点
で
審
査

を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
筆
者
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
設
計
担
当
者
の
人
と
な
り
（
こ
れ
が
一
番
重
要

と
考
え
て
い
る
）
に
つ
い
て
確
認
す
る
質
問
を
行
っ

た
。
業
者
選
定
は
、
委
員
全
員
の
単
純
投
票
で
決
定

し
た
。

職
員
定
数
増
に
よ
る 

収
益
改
善
を
目
指
す

　

ロ
ー
コ
ス
ト
で
質
の
高
い
病
院
建
築
を
行
っ
て

も
、
病
院
の
医
療
提
供
の
質
や
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
の
向
上
が
な
け
れ
ば
、
病
院
は
存
続
で
き
な
い
。

病
院
の
現
状
を
分
析
し
て
み
る
と
、
職
員
定
数
が

ず
っ
と
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
医
療
提
供
の
質
が
低
下

し
、
収
益
が
伸
び
悩
む
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
（
例
え
ば
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
入
院

単
価
が
高
い
代
わ
り
に
、
看
護
師
や
医
療
技
術
職
な

ど
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
こ
の
た
め
、

あ
る
程
度
の
定
数
の
上
限
に
余
裕
を
持
ち
、
経
営
改

善
が
見
込
め
る
も
の
、
病
院
の
医
療
の
質
の
維
持
の

た
め
に
必
要
な
職
員
は
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
た
。
最
終
的
に
は
20
人
の
定
数
増
が
実
現

し
た
。
さ
ら
に
病
院
建
築
と
並
行
し
て
対
話
を
中
心

と
し
た
病
院
再
生
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入
っ

て
も
ら
い
、
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
、
職
員

の
意
識
変
革
と
と
も
に
経
営
改
善
を
目
指
す
こ
と
と

し
た
。

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

設
計
業
者
も
決
定
し
、
新
病
院
の
建
築
作
業
は
一

歩
前
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
７
月
７
日
に
は
、
住

民
の
意
見
を
病
院
建
築
に
生
か
す
た
め
、
新
病
院
に

向
け
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
多
数
の
市
民
が
参
加
し
た
。
グ

ル
ー
プ
の
司
会
は
、
詫
間
政
司
三
豊
市
市
議
会
議
長

を
は
じ
め
三
豊
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
、
最
後
の
発
表
も
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
住

民
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
病
院
職
員
が
地
域
に

出
向
い
て
い
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
で

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

職
員
の
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
経
営
再
生
に

向
け
て
病
院
は
確
実
に
動
き
始
め
て
い
る
。
体
制
も

整
っ
て
き
た
の
で
次
は
経
営
再
建
の
本
丸
と
な
る
医

師
招し
ょ
う
へ
い

聘
に
向
け
た
動
き
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
立
永
康
病
院
の
病
院
建
築
、
経
営
再
建
は
、
こ
れ

か
ら
の
全
国
の
中
小
自
治
体
病
院
の
モ
デ
ル
と
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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